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創創立立：：11996688年年 88 月月 44 日日  

国際ロータリー 
第２６７０地区 

◆例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

◆例会場 香川県善通寺市文京町 3-3-3 

(事務所)  善通寺商工会議所 2F 

TEL(0877)62-7627 FAX (0877)62-7656 

E-mail zen-rc@downtown21.gr.jp 

WEB http://downtown21.gr.jp/zen-rc/ 

 

◆会 長        ◆幹 事   

田岡 直博      高畑 光宏 

今月～来月第 1 例会のプログラム  

 
□ ３月 ５日 客話 ぼそぼその会  

代表 山下 紀子 様 

□ ３月１２日 客話 塩田 章仁 様                

□ ３月１９日 職場訪問例会 11:50 集合  

陸上自衛隊善通寺駐屯地  

■■■ ３月２２日(土)18:00～魚七← 26 日を変更  

         善通寺 LC との合同お花見例会 

□ ４月 ２日 地区研修協議会報告 参加者 

 幹 事 報 告    
＊ 次週の例会２６日は変更し、今週末２２日（土）１８時より

魚七にてライオンズクラブとの合同花見例会です。宜しくお

願いします。 

＊ 

 出  席  報  告   正会員３９名  名誉会員１名 

（2025/2/5 現在）   （出席免除会員(b)9 名(a)1 名） 

3/19(2740 例会） 会員数 39 名 出席会員 15 名（3 名) 
欠席会員 14名  

3/ 5（2738 例会） 会員数 39 名 出席会員 18 名（6 名) 
＜修 正＞ 
メークアップ ３名 
兼岡 誠、髙木誠一、安井一博君 

 3/5 出席者 27 名 出席率 77.14％ 

ビ ジ タ ー  ０名 
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                2025.2.10 朝空 

四つのテスト      真実かどうか 

      みんなに公平か 

      好意と友情を深めるか 

      みんなのためになるかどうか 

                                        

（言行はこれに照らしてから）  

2024‐2025 年度 クラブテーマ 

「奉仕の心を大切に」 

 

総本山善通寺五重塔 

国際ロータリー 

会長   ステファニーＡ．アーチック 

＊＊＊＊＊＊＊
 

国際ロータリー第 2670 地区 
ガバナー 夏見 良宏 

 お 知 ら せ   

  
★ 地区研修協議会のご案内 
２０２５-２６年度の地区研修会が高知で開かれます。出席者
の方は宜しくお願い致します。詳細はFAXの通り 
 出 発  乗合せ ８：３０  商工会議所前 
 日 時  ３月３０日（日） 10：00受付 全体会開会１０：３０ 
 場 所  高知県県民文化ホール、ザ クラウンパレス新阪

急高知 
           

  
 
 
                      

2024-2025年度国際ロータリーのテーマ 



 

 

 

～職場訪問～ 

陸上自衛隊  善通寺駐屯地  

                

駐屯地司令 

一等陸佐 岡 一博 

 

１ 駐屯地の沿革 

（1）明治 31年（189．8

年）、旧陸軍第 11 師団

が創設されて以来、125   

年にも及ぶ歴史があり、この間、第11師団は様々

な作戦に参加しております。 

  戦後、響秦予備隊の創設に伴い、善通寺駐屯

地が開設されました。 

（2）旧第 11師団の施設について 

  現在の善通寺駐屯地です。旧軍の施設は現在

の善通寺駐屯地地域の約5倍以上の面積を有し、

厚生施設である借行社から、軍病院・刑務所・

捕虜収容所までを含み、当時の師団のスケール

の大きさを伺うことが出来ます。 

  現在でも善通寺駐屯地の内外には旧第11師団

に関連した歴史的建造物が存在しています。 

（3）善通寺の旧軍施設です。 

第 2営舎地区、第 3営舎地区に点在しています。 

（4）駐屯地外の歴史的建造物について 

 借行社は、明治．36年に建設、平成 13年に国の

重要文化財に指定され、約 5 億円をかけて市が

改修しました。 

２ 第 14旅団の概要 

（1）第 14旅団は、旅団司令部以下 14コ部隊で編

制されており、旅団長以下約 3000名の隊員で構

成しています。 

  機動旅団としての特徴として、全国に機動展

開、任務を遂行し得る装備を保有しています。 

  近年の特記事項は、今年 3 月松山駐屯地に中

部方面特科連隊第 4 大隊が新編されました。旅

団との関係は、指揮の特例を受け、愛媛県の防

衛、警備、災害対処を担任します。 

（2）部隊の配置について 

  四国内各県の 4 コ駐屯地及び 1 コ分屯地に所

在しています。 

３ 防衛警備上の任務の概要 

（1）旅団の防衛警備上の任務です。 

  旅団の任務は、四国 4 県の防衛・警備及び災

害派遣であり、命により離島を含め全国へ機動

展開し、任務を遂行します。 

  国家防衛戦略では、新しい戦い方に着目した

防衛力を構築し、これまで構築してきた多次元                            

 

 

 
 

 

統合防衛力

を抜本的に

強化し、そ

の努力をさ

らに加速し

て進めてい

くと示されています。 

第 14旅団は、あらゆる事態に対処する 

ため、平素から常続的な機動展開訓練及び

様々な事態対処訓練を実施しています。 

（2）旅団は、与えられた任務を完遂するため
に各種演習を実施して、任務遂行必要な能
力である作戦運用能力の向上に全隊員が真
摯に取り組み、防衛出動等の事態発生に際
しては、与えられた任務が完遂できるよう
日々訓練に取り組んでいます。 

  令和６年度は、陸上自衛隊演習及び米陸
軍との国内における共同訓練等の演習を実
施して能力の向上を図りました。 

４ 災害対処 
（1）旅団の平素の即応態勢について 
  第 15即応機動連隊が香川県及び徳島県、
第 50 普通科連隊が高知県、中部方面特科
連隊 4大隊が愛媛県をそれぞれ担当し、平
素から各自治体等と連携を図っています。 
 また、各部隊は、初動対処部隊（ファス
トフォース）を待機させ、概ね 1時間以内
に派遣できる態勢を常時維持しています。 

（2）自衛隊は、災害派遣を迅速に行うため、
全国の駐屯地などに「FAST－FORCE（ファス
ト・フォース）」と呼ばれる部隊を待機さ
せています。頭文字の F・A・S・Tをとって
ファストフォースと呼んでいます。 

  四国では地上偵察 3コチームが待機して
おり、発災後 1h以内に行動を開始できる態
勢を保持しています。 

（3）南海トラフ地震が発生した場合の旅団の
対応について 

  発災当初は、隊区担任部隊による人命救
助活動を実施します。じ後中方の部隊、他
方面隊の部隊の来援後、担任地域の引  
継ぎを行うとともに、旅団主力を激甚地区
である高知県に集中させます。 

  特に徳島県南部及び高知県には、現在陸
上部隊で進出困難な地域があるため、海自、
空自との連携が必要です。 

（4）近年の四国内における災害派遣の対応 
状況について 

     特性は、林野火災、風水害が多い傾向に
あります。近年は、鳥インフルエンザに伴
う防疫活動及び林野火災発生に伴う消火 
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  活動に対応しています。 
（5）令和５年度に対応した愛媛県大洲市にお
ける山林火災の対応状況について 

県庁及び現地指揮所に LO（連絡員）を派
遣するとともに、UH-1 による航空偵察、域
統制を旅団の 14飛行隊が担任しました。 
空中消火は、鳥取県美保駐屯地及び三重県

明野駐屯地に所在する CH-47 の支援を受け
て合計 60 回の散水を実施して対応に当たり
ました。 

 （6）能登半島地震への対応について 
   昨年の 1月 1 日から 5 月 15 日まで旅団か

ら生活支援と物資輸送を担任する部隊を派
遣しました。 

   活動内容は、給水、給食、入浴支壌及び物
資輸送生活支援を主として実施し対応にあ
たりました。 

（7）南海トラフ地震の発生に備えるために実
施している訓練内容について 

   1 月 13 日～17 日までの間、中部方面隊全
体で南海レスキューを 6 年ぶりに実施し旅
団も四国内において各種の訓練を実施しま
した。 

   各県庁に対しては、連絡要員を派遣し、連
携要領を演練しました。孤立が予想される徳
島県海洋町及び東洋町の沿岸部において海
上自衛隊の LCAC 及び陸上自衛隊の水陸両用
車による海上からアクセスした車両、重機、
物資を輸送する訓練を実施しました。 

   また、その他の訓練としてヘリコプターを
使用した津波避難タワーからの救助、空自
UH-60 に衛生隊員を搭乗させ巡回診療を実
施しました。記載のある訓練は、一部であり、
その他、多数の災害対応を想定した訓練を実
施し、南海トラフ地震に備えるための能力の
向上を図りました。 

 ５ 募集援護の現況について 
（1）自衛官の採用状況は、志願し入隊する人

数は、近年減少しており大変厳しい状況です。 
   旅団は、入隊数を増加させるため、地方協

力本部等と連携するとともに、旅団独自でも
各種イベント等により自衛隊の魅力を発信
しております。 

   ロータリークラブの皆様におかれまして
も、自衛隊への志願希望者がいらっしゃる場
合は、お近くの自衛隊地方協力本部又は、善
通寺駐屯地広報、第 14 旅団の隊員までご連
絡ください。 

（2） 再就職においては、サービス業、運輸業、
製造業、建設業などの業種で、活躍していま
す。 

   また、割合は少ないですが、自衛隊での勤
務経験を活かし、地方自治体の防災監等と 

 

 
 

 
して活躍しています。 

旅団は、援護を充実させることにより、自衛
隊の魅力化を促進させ、募集に結びつける好循
環のサイクルを図れるように進めているところで
す。 

６ 地域との連携について 
（1） 地域との連携を深める目的で実施します。 
（2） 令和７年度の創立記念行事について説明しま
す。 
令和 7年度は、4月 27日（日）に創立記念行事を

実施します。今年は、7 年振りに駐屯地正門前のゆ
うゆうロードにおいて市中行進を実施する予定で
す。 
市中行進は、一般道において人員、車両、装甲

車、ヘリコプター等の航空機が行進をします。 
また、航空自衛隊のブルーインパルスの記念 飛

行も予定しています。当日は、多くの方に参加して
いただけるよう旅団と駐屯地が一体となって準備を
実施しています。 
 
                        ＊頂いた原稿

を記載してい

ます。       

 

 

 

                        講話の様子   

                         

 

                       

 

                   

                      

PowerPoint資料より 

 

 

 
 

 

 

 

例会司会 

橋本副 SAA 

 

              香川委員長より紹介 

 

 

 

 

          幹事報告 

会長所感 

                  会長より記念品の花を 
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幹部食堂にて昼食 セルフで玄米入りのご飯を注

ぎ、カレーとカツをよそってもらい海鮮サラダ、薬味

を取りジョアかヤクルト、そしてお茶を汲んで席に着

きました。 

水曜日はカレーライスだそうです。 

ここ駐屯地に第 14 旅団が創設された 2006 年の

11 月 15 日に 32 名訪問。やはりここで昼食を、週報

に記載の昼食は、クリームシチュー、ピラフ、かにか

まサラダ、メロンにコーヒー。19年の時を感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006.11.15 幹部食堂で例会の様子(高島会長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊の方と食事をともにしながら出身や献
立、色々な施設の話を聞き、コーヒーをいただき
ました。2015 年 4 月、10 年前にグランドの水路
横に植樹をした蜂須賀桜の話から講話会場まで
のマイクロバス
の道順を変更
して、冬の暖か
い年は、2月に
花を付けてい
たとか話を聞き
ながら、昨年の
夏の暑さと今
年の寒さで花
付きが悪いよう
でしたが、2 本
の桜花を見る
ことができまし
た。 
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